




研究要旨:川崎病に見られる冠状動脈瘤の破裂例は少ないと考えられてきた。しかし、我々

が長年収集した川崎病並びに疑川崎病剖検例約 120 例を病理組織学的に再検討したところ、

動脈瘤破裂による心タンボナーデで突然死した症例は 7 例(約 6%)であった。うち6 例がき

ょっ期を過ぎた第 20 日以降に破裂しており、いずれも解熱傾向がなかったり、再燃が示唆

される重症例であった。7 例 6 例にステロイド剤が投与されており、活動性の動脈炎が存

在している時期におけるステロイド投与は充分慎重にせねばならない。 


